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ネズ爺

ハテニャン

Vol.15　近接信管（前）

爺：今回取り上げるのは、第二次世界大戦において、原子爆弾、レーダーと並んで戦争を
変えたといわれる近接信管じゃ。

ハ：信管……？　つまり、砲弾を起爆させる装置ということですね。
爺：さよう。主に米海軍が太平洋戦争において、対空砲弾に使用したのじゃ。この新しい

信管の登場によって、日米海軍間における対空戦闘の力関係は、大きく米海軍に傾い
たのじゃよ。

ハ：そんなにスゴい兵器ニャンですか！
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戦局を左右した
兵器じゃ。

信管とは、砲弾の先端に付い
ているパーツですね。
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１．太平洋戦争における対空戦闘

爺：ハテニャン、まずは質問じゃ。お主、対空砲弾の命中
率がどの程度か知っておるか？

ハ：う～ん、相手は高速で３次元運動している飛行機です
し、対空砲が搭載される艦船は波で揺れるんだから、
相当低いんじゃないかニャァ。100発に１発……１％
ぐらいでしょうか？

爺：甘いわ！　当時、米海軍は2500発に１発と計算して
おったのじゃ※１。

ハ：ひぇ～！　0.04％ですか！？　飛行機を撃ち落とす
のは運次第っていうような数字ですね。

爺：そうじゃな。
ハ：太平洋戦争の海戦は、戦艦同士の戦いから空母機動部

隊同士の戦いに変わったといわれますが、いかに飛行
機が艦船に対して優位だったかが分かります。

爺：魚雷を積んだ雷撃機を考えてみるゾ。当時、米海軍の
５インチ対空砲の射程は１万6000m程度じゃ。雷撃機
が1000mまで肉薄して魚雷を投下するならば、１万
5000mの間に雷撃機を撃墜しなければならん。

ハ：ニャるほど。
爺：仮に、雷撃機の速度を時速360km（分速6000m）とす

ると※２、その距離の移動に約2.5分かかる。そして、
同対空砲の射速は毎分20発程度といわれておるから、
この時間に発射できる砲弾は50発じゃ。

ハ：当てるのに2500発必要なら、50門の対空砲が必要で
すね。連装砲としても25基。ブライトさんが「弾幕
薄いぞ！」とイライラするのも分かる気がするニャ※３。

爺：また、分からんことを……。米海軍は対空砲を増やす
ために開戦前から防空巡洋艦の建造を進めておった。
それが、このアトランタ級防空巡洋艦じゃ。５インチ
連装対空砲を８基、16門搭載しておる※４。

ハ：防空巡洋艦ですか！　でも、こんなハリネズミのよう
な船でも、３隻でやっと１機撃墜できる計算ですね。

爺：それだけ飛行機を撃ち落とすのは大変なんじゃよ。
ハ：そうそう、今回の近接信管って一体何なのですか？
爺：いかん、前置きが長すぎたワイ。簡単に言ってしまえ

ば、飛行機に直接当たらなくても一定距離にまで近づ
けば起爆する信管じゃ。

ハ：だから、近接信管というんですね。でも、どうやって
目標に近づいたことが分かるのですか？

爺：電波を出して、その反射波を検出するのじゃ。本件特
許の図10を見るがよい。

ハ：周囲に走査電波が照射されて、個々の砲弾の受け持ち
範囲が広くなっているのが分かりますね。

爺：それより爆発タイミングの適切化が重要なんじゃ。
ハ：ネズ爺、この近接信管によって、どれくらい命中率が

向上したのですか？
爺：1943年の統計では、通常信管付き砲弾２万7000発に

よる撃墜割合が全体の49％であったのに対し、近接
信管付き砲弾8000発による撃墜割合は全体の51％
だったそうじゃ※５。撃墜割合を同率に補正すれば、
近接信管は通常信管の3.5倍の命中率を誇ったのじゃ。

ハ：さっきの命中率でいうと、714発撃てば１機を撃墜で
きるようになったのですね。

爺：そういうことじゃな。アトランタ級防空巡洋艦ならば、
１機を相手にするのに１隻で十分という計算になる。
ようやく現実的な数字になってきたと思わんか？

ハ：近接信管が発明されて初めて艦船と飛行機が対等に戦
うことができるようになったというわけですね。

爺：うむ。逆に近接信管を有さなかった日本の艦艇が、艦
載機の攻撃によって次々に沈められたのは道理じゃ。

Comments

※１）『太平洋戦争航空史話（下）』（秦郁彦著、中公文庫、p.60）
※２）97式艦上攻撃機で最高時速370km、天山艦上攻撃機で最高時速480kmであるが、魚雷搭載した場合は速度が大きく落ちたと思われる。
※３）「機動戦士ガンダム」32話において、防空指揮を執るブライト・ノアのせりふ。
※４）�アトランタ級軽巡洋艦は1938年に建造計画が立てられ、1945年の終戦時までに８隻が竣工した。ただし、５インチ砲の２基は左右

舷に分かれて配置されたので、すべての５インチ砲が同時に射撃できたわけではない。
※５）『太平洋戦争航空史話（下）』（前出、p.74）

アトランタ級防空巡洋艦（サンディエゴ、1942年）
出典：『第２次世界大戦のアメリカ巡洋艦』（2001年、海人社）
作図：加川英介（着色は筆者）
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２．本件特許のクレームと作動原理

爺：まずは、本件特許発明のクレームを見てみるゾ。

ハ：シンプルなクレームだニャー。つまり、アンテナから
発信した信号と、反射して返ってきた信号の周波数か
ら相関信号を生み出し、それを増幅して雷管を起爆さ
せるという内容ですね。

爺：そういうことじゃ。
ハ：この「周波数の違い」ってどういうことですか？
爺：発信した周波数は一定じゃが、目標の飛行機に当たっ

て跳ね返ってきた受信電波の周波数は距離によって
変化しておる。

ハ：反射電波の周波数って変わるんですか？
爺：つまり、ドップラー効果※６じゃよ。
ハ：ん～、それって確か、近づいてくる物体の音はだんだ

ん高くなるという現象でしたっけ？　新幹線が通り
過ぎる時に、「フォーン」と聞こえるやつですね。

爺：フォッフォッフォッ。まさにそれじゃよ！
ハ：……これは、音の周波数が変わっているということで

すニャ。高速移動する砲弾と反射波の間にも同じこと
が起こるのですね。

爺：本件特許の図12に周波数について詳述されておる。
　　爆発ポイントを波長５λにすると書いてあるゾ※７。

ハ：目標に近づき、電波の波長が一定の短さになったら起
爆するというわけですね。それにしても、実に詳細に
書かれた明細書ですニャァ。

爺：出願日と登録日を確認してみることじゃ。
ハ：出願日は戦争中の1944年５月、登録日は戦後の1958

年10月……ということは14年間も秘密だったのです
ニャ。あ！　これ、ステルス戦闘機（2014年８月号
参照）の時に取り上げた秘密保持命令ですね※８。

爺：さよう。この明細書には回路図や真空管、バッテリー、
安全装置などのレイアウトまで細かく記載されてお
る。取り扱いマニュアルかと思うほどの充実した記載
じゃ。秘密保持命令によって一定期間、秘密にされる
ことを前提とした特許出願じゃな。

ハ：ホントだ。そんな感じがします。
爺：ちなみに、米国が近接信管を使用したのは、主に海上

の防空戦闘だったのじゃ※９。なぜだか分かるか？
ハ：海軍が開発したから、意地悪して陸軍には使わせな

かったとか？
爺：近接信管の開発は国家事業じゃ。そんなことはない。
ハ：ニャニャ～ん！？　分かりませんよぉ。
爺：ヒントは不発弾じゃよ。
ハ：不発弾……？　あ、そうか。海上で使用すれば、敵に

不発弾を回収されるおそれはないですね。I�sea44 4です！
爺：下手なシャレはいらんワイ！

Comments

※６）音波や電磁波等の「波」の発生源とその「波」の観測者の相対的な速度の存在によって、波の周波数が異なって観測される現象をいう。
※７）�波長λ（ラムダ）の単位はメートルと思われる。ただし、合わせて「波長＝35フォート」とも記載されており、一致しない理由は

不明である。なお、近接信管はVT（Variable�Time＝可変時間）信管とも呼ばれた。通常信管は所定時間を経過すると爆発する時限
信管でもあったが、近接信管は爆発時が異なるためである。

※８）無期限の秘密保持命令（Secrecy�Order）は米国特許法旧181条に記載されていた。
※９）�1944年12月に、国防省地上軍統括官ベン・アレー中将の異議申立てによって解禁されるまで、地上戦での近接信管の使用は大きく

制限された。同じタイミングで発生したドイツ軍の反撃作戦である「バルジ作戦」（ドイツ側からは「ラインの守り作戦」）において、
近接信管は地上戦に投入された。『へんな兵器』（広田厚司著、光人社NF文庫、p.287）

１．In combination, an antenna adapted to radiate 
electromagnetic energy and to receive part of said 
energy returned by a reflecting means, an oscillator 
coupled to the antenna for radiating electromagnetic 
energy therefrom, a diode detector electrically 
connected with the antenna for producing a signal 
correlative with the difference in frequency between 
radiated and received energy, an amplifier coupled 
to said diode detector, a detonator, and a relay 
connected with the amplifier for controlling operation 
of the detonator.（下線は筆者。以下同）

１．電磁気のエネルギーを放射し、反射により戻っ
てきた該エネルギーの一部を受け取るためのアンテ
ナ、そこから電磁気のエネルギーを放射するための
前記アンテナに結合された発振器、放射し受信した
エネルギーの間の周波数の違いにより相関的な信号
を生み出すための、前記アンテナと電気的に接続し
たダイオード検波器、該ダイオード検波器に結合さ
れた増幅器、雷管、該雷管の操作をコントロールす
るように前記増幅器と接続したリレーの組み合わせ。
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３．近接信管と神風特攻隊

爺：さて、近接信管の実戦での活用について話しておこう
かの。先に話したとおり、近接信管が使用されたのは、
主に下の５インチ砲じゃ（図は連装砲）。

ハ：直径12.７cmの砲弾の先端に取り付けるわけですか
ら、案外小さかったのですね。

爺：実際の写真を見ると、真空管、電池、アンテナ、安全
装置、起爆剤などを500mlのペットボトル程度の容量
にぎっしり詰め込んだ装置だったんじゃよ。

ハ：特許図面を見ても、ミサイルの誘導装置かと思うぐら
い複雑な装置ですね。

爺：生産が軌道に乗ると日産４万個が製造され、単価も
732ドルから18ドルまで低下したのじゃ。まさに、量
産効果じゃな※11。

ハ：今でこそ米国はソフト大国ですが、当時はハード大国
だったのですね。ネズ爺、ここで質問です。日本が飛
行機で爆弾ごと敵艦に突入する神風特攻隊を編成し
なければならなかったのは、近接信管によって正攻法
の攻撃が阻まれるようになったからでしょうか？

爺：う～む、難しい質問じゃ。正確に言えば、近接信管を
含めた米海軍の防空システム全体の優秀さに、正攻法
では歯が立たなくなったんじゃろう※12。

ハ：近接信管だけが理由ではない、ということですね。
爺：さよう。近接信管は米海軍の防空システムの一部にす

ぎん。同システムは、対空レーダーを使った戦闘機に
よる迎撃、高性能機関砲による近距離射撃などを組み
合わせた複合的なものじゃ（下記コラム参照）。アメ
リカンフットボールの戦術のようなものじゃよ。

ハ：日本海軍の敵空母への通常攻撃は、米海軍の防空シス
テムの前に完璧にブロックされていたんですね。

爺：残念じゃがな。最後に近接信管の弱点を話しておこう。
ハ：えっ、弱点があるのですか！？　一体、何ですか？
爺：それは、海面の波じゃ※13。
ハ：波？　……あっ、海面のうねりによる反射波で信管が

誤動作してしまうということですか？
爺：日本海軍は最後まで米海軍の近接信管の存在に気づか

なかったようじゃ※14。……が、特攻機は海面上を低空
で突入したとも聞く。案外、パイロットは特攻以前の
戦闘でこの誤動作を肌で感じ取っていたのかもしれん。

ハ：胸が痛みます……。日本が近接信管を知っていれば、
なんらかの対抗策も取れたでしょうに。

爺：そこじゃ！　次回はそのことを考えてみるぞ。

Comments

※10）『Naval�Weapons�of�WWII』（Conway�Maritime�Press）
※11）『太平洋戦争航空史話（下）』（前出、p.61）
※12）�1944年６月のマリアナ沖海戦では、完成した米海軍の防空システムの前に日本海軍は完膚なきまでにたたきのめされた。神風特別

攻撃隊の組織的編成は、このマリアナ沖海戦後の1944年10月である。
※13）�「同砲弾のもっとも大きな欠点は、低高度の射撃を行ったとき、海面のうねりに反応して爆発してしまうことであった。1945年６月

にはある程度改良されたが、それでも完全な解決策にいたらなかった」（『Naval�Weapons�of�WWII』〈前出、p.105〉）
※14）『太平洋戦争航空史話（下）』（前出、p.74）
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口径：５インチ（12.７cm）
最大射程：16200m
最大射高：11160m
射速：16 ～ 22発（１分間）
出典：『Naval Weapons of WWII』※10


